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平成 10年 7月 1日

平
成
九
年
度
事
業
の
概
要

平
成
十
年
度
第
一

回
理
事
会

・
評
議
員
会
開
催

り

去
る
五
月
十
九
日
、
平
成
十
年
度
第
一
回

理
事
会
及
び
評
議
員
会
が
開
催
さ
れ
、
事
務

局
か
ら
提
案
さ
れ
た
平
成
九
年
度
事
業
報
告

及
び
収
支
決
算
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

議
事
に
先
立
ち
、
理
事
長
が
次
の
よ
う
に

挨
拶
し
ま
し
た
。

長
期
低
迷
し
て
お
り
ま
す
我
が
国
経
済

は
、
政
府
の
諸
経
済
対
策
が
行
わ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
今
の
と
こ
ろ
景
気
回
復
は
鈍
く
超

低
金
利
が
続
い
て
お
り
ま
す
。
当
育
英
会
の

事
業
の
運
営
も
こ
の
影
響
を
受
け
、

一
段
と

厳
し
さ
を
婚
し
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
九
年

度
の
事
業
は
、
皆
様
の
ご
協
力
、
ご
支
援
に

よ
り
滞
り
な
く
終
了
す
る
こ
と
が
で
き
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

平
成
九
年
度
の
事
業
概
況
を
ご
報
告
申
し

上
げ
ま
す
と
、
先
ず
、
募
金
の
関
係
で
は
、

第
七
期
募
金
運
動
の
最
終
年
度
に
当
た
る
今

年
度
の
実
績
は
年
間
目
標
額
一
億
三
千
万
円

に
対
し
、
一
億
五
千
三
百
万
円
と
な
り
目
標
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平
成
＋
年
度
第
一
回
選
考
委
員
会
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去
る
平
成
十
年
五
月
八
日
、
平
成
十
年
度

第
一
回
選
考
委
員
会
が
開
催
さ
れ
、
『
第
一

回
奨
学
生
出
願
者
（
平
成
十
年
四
月
二
十
五

日
締
切
り
）
の
選
考
』
に
つ
い
て
審
議
さ
れ

ま
し
た
。
こ
の
結
果
、
幼
稚
園
・
小
中
学
校

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
一
四
名
、
高
校
等

在
学
の
学
資
給
与
奨
学
生
八
一
名
（
う
ち
、

高
校
等
貸
与
奨
学
生
の
併
願
一
七
名
）
、
大

学
等
在
学
の
貸
与
奨
学
生
三

O
名
、
合
計
一

四
二
名
（
実
質
一
二
五
名
）

の
採
用
が
決
定

し
ま
し
た
。

な
お
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
奨
学
生
と
併

せ
て
、
新
規
奨
学
生
を
加
え
た
六
月
末
日
現

在
の
奨
学
生
数
は
、
別
表
「
都
道
府
県
別
奨

学
生
数
」
の
通
り
で
す
の
で
ご
覧
下
さ
い
。

の
一
一
八
%
を
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
第
七
期
募
金
運
動
の
実

績
は
、
四
億
八
千
九
百
万
円
と
な
り
、
目
標

額
の
五
億
円
を
若
干
下
回
り
ま
し
た
が
、
目

標
額
に
対
し
九
八
%
を
達
成
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
は
偏
に
厳
し
い
諸
環
境
の

中
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
漁
協
系
統
を

は
じ
め
関
係
の
皆
様
に
深
く
感
謝
申
し
上

げ
、
お
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

次
に
、
育
英
事
業
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

す
と
、
平
成
九
年
度
は
、
事
業
費
総
額
一
億

七
千
七
百
万
円
を
も
っ
て
学
資
給
与
生
七
六

三
名
、
奨
学
金
貸
与
生
一
六
O
名
、
合
計
延

九
二
三
名
を
奨
学
生
と
し
て
お
世
話
し
て
参

り
ま
し
た
。
奨
学
生
の
数
は
前
年
度
と
比
べ

て
九
二
名
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
本
年
度

も
新
た
に
五
五
名
の
奨
学
生
を
採
用
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
こ
と
は
、
ご
遺
族
の
気

持
ち
を
思
う
と
き
、
誠
に
心
が
痛
む
思
い
で

ご
ざ
い
ま
す
。
海
難
事
故
防
止
に
は
関
係
の

第
四
＋
ハ
回
浅
海
増
殖
研
究

発
表
全
国
大
会

去
る
六
月
六

日、

三
重
県
鈴

鹿
市
「
鈴
鹿
サ

ー
キ
ッ
ト
ホ
テ

ル
」
に
お
い
て
、

「
第
四
十
八
回

浅
海
増
殖
研
究

発
表
全
国
大

会
」
が
開
催
さ

L
れ
ま
し
た
。

当
日
は
絶
好
の
大
会
日
和
と
な
り
、
会
員

相
互
の
親
睦
と
技
術
交
流
を
図
る
場
、
漁
期

の
指
針
な
ど
を
探
る
機
会
と
し
て
、
全
国
か

ら
約
千
八
百
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

届
日
制
怖
の
わ
ua
お
－
圃
眉
の
創
買
ム
月
占

t
B臨
鳳
い
命
叩

l
u
ト

ム

ド

T
A
豊
二
脇
町
A
E
－
ム
ハ
ハ

U
τ刈
田
H
品
る
晶
貝
主

f
Uみ
革
し

げ
ま
す
。

た
。
ま
た
大
学
等
在
学
生
八
五
名
に
奨
学
金

さ
て
、
平
成
九
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
五
、

O
二
五
万
円
、
一
五
名
に
入
学
一
時
金

決
算
に
つ
き
ま
し
て
は
、
議
案
と
し
て
お
諮
六
九
O
万
円
を
貸
与
し
ま
し
た
。

り
い
た
し
ま
す
が
、
私
と
し
ま
し
て
は
、
一
億
な
お
貸
与
金
返
還
額
は
、
高
校
等
貸
与
金

三
千
万
円
を
基
本
財
産
に
繰
入
れ
、
事
業
基
三
、
五
二
六
万
八
六
O
O
円
、
大
学
等
貸
与

盤
の
強
化
を
図
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
金
一
、
三
五
七
万

一
五
O
O円
で
し
た
。

す
。

三
、
育
英
事
業
推
進
事
業
H
①
本
年
度
は
第

本
日
の
理
事
会
は
、
「
平
成
九
年
度
事
業
六
回
漁
船
海
難
遺
児
を
励
ま
す
『海
と
子
供
』

報

告

及

び

収

支

決

算

、

並

び

に

正

味

財

産

増

の

写

真

コ

ン

テ

ス

ト

を

開

催

し

、

入

選

作

品

。

日

本

海

難

防

止

協

会

会

長

賞

加
額
処
分
に
関
す
る
件
」
の
他
、
「

評

議

員

は

ポ

ス

タ

ー

な

ど

本

育

英

事

業

の

紹

介

資

料

静

岡

県

静

岡

市

古

田

の
辞
任
に
伴
う
後
任
評
議
員
の
選
任
に
つ
い
等
に
用
い
、
広
く
配
布
し
ま
し
た
。

⑦
漁

船

＠

海

上

保

安

協

会

会

長

賞

て

」

の

議

案

を

用

意

し

て

あ

り

ま

す

の

で

、

海

難

遺

児

を

励

ま

す

全

国

協

議

会

・

同

地

方

福

岡

県

福

岡

市

花

田

よ

ろ

し

く

ご

審

議

を

お

願

い

申

し

上

げ

ま

協

議

会

及

び

漁

協

婦

人

部

連

絡

協

議

会

等

の

二

、

小

中

学

生

の

部

す
。

協

力

を

得

て

、

全

国

各

地

で

行

わ

れ

た

各

種

＠

海

上

保

安

庁

長

官

賞

な

お

、

昭

和

五

十

四

年

度

以

来

育

英

事

業

イ

ベ

ン

ト

に

お

い

て

広

報

・

募

金

活

動

を

実

愛

知

県

名

古

屋

市

黒

田

裕

太

朗

さ

ん

を
支
え
て
い
た
だ
い
て
い
る
日
本
財
団
の
補
施
し
ま
し
た
。
ま

た

、

本

年

度

は

漁

船

海

難

＠

日

本

財

団

会

長

賞

助

金

に

つ

き

ま

し

て

は

、

平

成

九

年

度

は

二

遺

児

を

励

ま

す

全

国

協

議

会

を

中

心

に

水

産

福

岡

県

北

九

州

市

藤

武

千

絵

さ

ん

千

二

百

六

十

五

万

円

余

の

交

付

を

得

て

育

英

国

体

実

行

委

員

会

の

主

催

に

よ

り

、

「

北

見

＠

日

本

海

難

防

止

協

会

会

長

賞

事

業

に

有

効

に

活

用

さ

せ

て

い

た

だ

い

た

こ

恭

子

・

海

難

遺

児

を

励

ま

す

『

出

逢

い

・

ふ

広

島

県

廿

日

市

市

平

岡

真

穂

さ

ん

と

を

ご

報

告

す

る

と

と

も

に

、

同

財

団

に

は

れ

あ

い

』

東

京

コ

ン

サ

ー

ト

」

が

開

催

さ

れ

＠

海

上

保

安

協

会

会

長

賞

深

く

感

謝

申

し

上

げ

、

ご

挨

拶

と

さ

せ

て

い

ま

し

た

。

沖

縄

県

八

重

山

郡

高

嶺

こ

の
み
さ
ん

た
だ
き
ま
す
。

。
寄
附
金
・
補
助
金

る
か

1
（
日
本
財
団
・
朝
日
新
聞
社
・
国
民

＠
事
業
の
概
況

「
第
七
期
募
金
運
動
」
の
最
終
年
度
に
当

の
祝
日
「
海
の
日
」
海
事
関
係
団
体
連
絡
会

一
、
学
資
給
与
事
業
H
幼
児
か
ら
高
校
生
等
た
る
本
年
度
の
寄
附
金
は
一
億
五
、
二
九
九

主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

ま
で
の
奨
学
生
七
六
三
名
に
対
し
一
億
三
四
万
円
余
と
な
り
、
第
七
期
募
金
運
動
の
目
標

こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
内
外
か
ら
著
名

四
万
八
千
円
を
給
与
し
、
小
学
校
新
入
生
一
額
を
若
干
下
回
り
四
億
八
、
八
八
九
万
円
余
「
カ
ン
じ
ゃ
だ
め
！

な
学
識
経
験
者
を
迎
え
、
様
々
な
角
度
か
ら

四
名
に
七
O
万
円
、
中
学
校
新
入
生
六
三
名
と
な
り
ま
し
た
。
厳
し
い
諸
環
境
の
な
か
、

，
海
図
で
正
し
い
船
位
確
認
」

海
の
重
要
性
を
論
じ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
固

に
一
九

一
万
円
を
入
学
記
念
品
代
と
し
て
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
漁
協
系
統
を
は
じ
め
千
葉
県
市
川
市
柳
沢
裕
昭
さ
ん

際
交
流
を
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、
多
く
の

ま
た
中
学
校
卒
業
生
一
名
に
五
万
円
を
卒
業
関
係
者
の
多
く
の
皆
様
方
に
深
く
感
謝
申
し
『
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

l
』

人
々
に
海
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
て
も
ら

記
念
品
代
と
し
て
贈
呈
し
ま
し
た
。

上
げ
ま
す
。

＠
日
本
財
団
会
長
賞

お
う
と
す
る
も
の
で
す
。

二
、
奨
学
金
貸
与
事
業
日
高
校
等
在
学
生
六
ま
た
、
前
年
度
に
引
き
続
き
、
日
本
財
団
愛
知
県
名
古
屋
市
伊
藤
登
さ
ん

討
論
の
内
容
等
は
左
記
の
通
り
で
す
の

五
名
に
奨
学
金
一
、
一
七
O
万
円
、
一
六
名
か
ら
学
資
給
与
事
業
及
び
大
学
等
奨
学
金
貸
＠
日
本
海
難
防
止
協
会
会
長
賞

・
で
、
興
味
の
あ
る
方
は
、
ぜ
ひ
、
こ
の
機
会
に

会
場
で
は
、
ノ
リ
養
殖
の
現
状
や
課
題
を
瞳
圃
ご

，
F
d星
電
頑
詰
め
掛
け
、
終
統
団
体
ぎ
で
は
「
漁
船
海
難
遺
児
育
英
募
参
加
さ
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

取
り
上
げ
た
七
つ
の
研
究
発
表
、
特
別
講
演
、
・
・
・
・
・
・
E
Fh
）凶
日
賑
わ
い
ま
し
金
」
と
し
て
「
チ
ャ
リ
テ
ィ

l
金
魚
す
く
な
お
、
ご
不
明
な
点
が
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

ノ
リ
機
械
資
材
展
示
会
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
聞
闘
・
司
府
持
脳
圃
圃
・
圏
一
た
。
い
・
募
金
コ
ー
ナ
ー
」
を
設
け
、
会
場
を
訪
「
国
際
海
洋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
明
登
録
事
務
局
」

た
。

幽

明
広
ぽ
県
d
圃
圃
圃
聞
‘

今
年
で
十
五
れ
た
方
々
ヘ
水
色
の
羽
根
募
金
を
呼
び
か
け
（
左
記
参
照
）
ま
で
、
お
問
い
合
わ
せ
い
た

主
催
の
浅
海
増
殖
研
究
中
央
協
議
会
の
ご
掴
，
‘

．．
 伊
島
圃
・
曹
司；！？

回

目

を

迎

え

る

ま

し

た

。

だ

き

ま

す

よ

う

お

願

い

い

た

し

ま

す

。

好
意
に
よ
り
、
三
重
県
漁
連
と
本
会
職
員
が
凋
溜
繍
瀦
ヨ
圃
圃
阿
川
謝
こ
の
行
事
は
、
な
お
、
こ
の
収
益
金
は
、
漁
船
海
難
遺
児
〔
討
論
の
テ
l
マ〕

会
場
入
口
で
募
金
活
動
を
行
い
、
多
く
の
園
田
・
E
圃
圃
害
事
県
内
の
農
林
の
育
英
資
金
と
し
て
本
会
へ
寄
付
さ
れ
る
こ
第
一
日
目
「
海
洋
新
時
代
の
幕
開
け
」

方
々
か
ら
ご
協
力
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し
圃
圃
・
掴
・
・
闘
機
倒
神

γ
業
・
漁
業
団
体
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
ご
協
力
い
た
だ
き
第
二
日
目
「
日
本
人
と
海
の
ま
つ
り
」

た
。
こ
こ
に
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

国

可

盛
謝
圃

換

機

品
等
が
県
民
に
郷
ま
し
た
関
係
者
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
に
｛
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
言
語
〕

ー
パ
ペ
引
引
叶
利
引
H
川
川
U
川
l
ノ

圃

圃

v
単

園

師

勝

十
土
へ
の
理
解
と
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
英
語
及
び
日
本
語
（
同
時
通
訳
付
き
）

（
千
葉
県
水
産
ま
つ
り
）
圃
・
区
脳
圃
岡
燃
麟
脚

fじ
い
汁
戸
川
川
口
問
い
い
い
十

H
i
l－－＼・－
E
g－
－
覇
量
E
璽
事
晶
関

心

を

高

め

て

〔

参

加

予

定

人

数

〕

六
月
十
三
日
（
土
）
、
十
四
日
（
日
）
の
も
ら
う
た
め
に
毎
年
行

っ

て

い

る

も

の

で

延

ペ

二
千
名
（
千
名
×
二
日
間
）

二

日

間

、

千

葉

県

民

の

日

の

行

事

と

し

て

す

。

一

般

公

募

に

よ

る

「

わ

く

わ

く

県

民

ま

つ

り

」

が

千

葉

市

・

幕

漁

業

団

体

は

、

「

水

産

ま

つ

り

」

と

題

し

（

参

加

申

し

込

み

・
お
問
い
合
わ
せ
先
〕

張
メ
ツ
セ
に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
両

て

参

加

し

、

水

産

物

の

販

売

・

試

食

や

海

苔

国

際

海

洋

シ

ン

ポ

ジ

ウ

ム

明

登

録

事

務

局

日

と

も

あ

い

に

く

の

雨

模

様

と

な

り

ま

し

た

の

無

料

配

布

な

ど

を

行

い

ま

し

た

。

ま

た

、

電

話

O
三

（
五
五
七
四
）
八
六
三
二

が
、
会
場
に
は
家
族
連
れ
な
ど
沢
山
の
人
が
実
行
委
員
会
（
千
葉
県
漁
連
・
県
内
漁
協
系

F
A
X

O
三

（
五
五
七
四
）
八
六
九

一

与
量
苧

as舟
yk
五月
l
u
ず
E

1

4

d

，
ニ
ム
ハ
4

主
百
μ
ル
u
n
U
ハU

O
円
の
補
助
金
が
交
付
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
評
議
員
の
辞
任
に
伴
い
、
後
任
の

評
議
員
と
し
て
、
岸
宏
島
根
県
漁
業
協
同
組

合
連
合
会
代
表
理
事
会
長
が
選
任
さ
れ
ま
し

た。
海
難
防
止
の
ポ
ス
タ
ー
－

キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ

l
決
定

「
船
位
確
認
励
行
｜
正
し
い
海
図
使
用
｜
」

の
テ
l
マ
の
も
と
、
海
上
保
安
庁
の
後
援
に

よ
り
、
（
社
）
日
本
海
難
防
止
協
会
と
（
財
）

海
上
保
安
協
会
が
共
催
で
一
般
公
募
い
た
し

ま
し
た
平
成
十
年
度
全
国
海
難
防
止
強
調
運

動
用
ポ
ス
タ
ー
及
び
キ
ャ
ッ
チ
コ
ピ
ー
が
、

こ
の
ほ
ど
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
次
の
と
お

り
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
多
く
の
皆
様
に

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

『
ポ
ス
タ
ー
使
用
作
品
』

＠
海
上
保
安
庁
長
官
賞

大阪府大阪市

川崎克己さん

国
際
海
洋
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
mm

開
催

来
る
平
成
十
年
七
月
二
十
八
・
二
十
九

日
、
「
東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト
」
国
際
会
議
場

（
東
京
都
江
東
区
）
に
お
い
て
『
国
際
海
洋

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
明
』

S
海
は
人
類
を
す
く
え

山
川
円
円
Hamu四
時
間
附
出

m古
w

1

ハw引い

のM
V

海
w・トム
m旅
窃
戸
山
明
間
A
声高
A
声
認
巨
矢
掛
貝

広
島
県
広
島
市
小
池

『
ポ
ス
タ
ー
』

一
、
一
一
般
の
部

＠
日
本
財
団
会
長
賞

愛
知
県
名
古
屋
市

J

H
柑
身
C
J
N

漁船海難遺児

佳
代
さ
ん

石石
川田

隆
さ
ん

和
市
さ
ん

（
共
作
）

春
雄
さ
ん

衛
さ
ん

羽根募金の水色!! 手をの愛
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兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同

供
養
祭

去
る
六
月
十

一
日
、
和
歌
山
県
高
野
山
に

あ
る
「
兵
庫
県
漁
民
物
故
者
合
同
慰
霊
培
」

に
て
第
二
十
三
回
合
同
供
養
祭
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

こ
の
供
養
祭
は
、
毎
年
、
県
内
の
漁
業
、

水
産
業
の
振
興
発
展
に
努
力
さ
れ
た
方
々
の

遺
業
を
顕
彰
し
永
代
供
養
す
る
と
と
も
に
、

不
慮
の
災
禍
の
絶
滅
を
祈
念
す
る
為
に
行
わ

れ
て
い
ま
す
。
今
年
は
、
新
た
に

一
九
九
名

の
尊
霊
が
合
d

記
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
、
小
雨
の
降
る
中
、
約
二
八
O
名

の
参
列
者
を
迎
え
、
厳
か
に
式
は
始
ま
り
ま

し
た
。物

故
者
の
方
々
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
心

よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

（
閣
例
制
川
崎
市
閣
の

五
月
十
五
日
、
神
奈
川
県
観
音
崎
の
「
戦

没
船
員
の
碑
」
に
て
第
二
十
八
回
戦
没
・
殉

職
船
員
追
悼
式
典
が
し
め
や
か
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
先
の
大
戦
で
尊
い
犠
牲

と
な
ら
れ
た
戦
没
船
員
及
び
、
海
難
や
労
働

災
害
に
よ
り
不
幸
に
し
て
殉
職
さ
れ
た
船
員

の
方
々
の
慰
霊
と
海
上
永
遠
の
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
ご
遺
族
と
（
財
）
日
本
殉
職
船

員
顕
彰
会
を
は
じ
め
と
す
る
関
係
者
の
方
々

に
よ
っ
て
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

当
日
は
お
天
気
に
も
恵
ま
れ
、
多
く
の
参

列
者
が
見
守
る
中
、
鎮
魂
の
祈
り
を
込
め
て

「
謡
曲
海
霊
」
が
奉
納
さ
れ
ま
し
た
。

な
お
、
平
成
十
年
五
月
現
在
、
戦
没
船
員

六
万
六
百
人
、
殉
職
船
員
千
六
百
七
十

一
人

の
御
霊
が
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

亡
き
船
員
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

よだA 
:n; 英育

員
申
し
込
み
・
奨
学

金
の
御
寄
付
』
の
お
礼

( 2) 

平
成
十
年
三
月
か
ら
平
成
十
年
五
月
ま
で

の
聞
に
、
会
員
の
お
申
し
込
み
を
い
た
だ
い

た
会
員
の
ご
芳
名
を
掲
げ
、
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

【
三
月
】
マ
武
田
佳
子
・
継
続
ハ
川
西
市
》

マ
道
本
孝
治
・
継
続
（
枚
方
市
）
マ
福
田
昌

佳
・
継
続
（
千
葉
市
中
央
区
）
マ
奥
手
初

栄
・
継
続
（
京
都
市
中
央
区
）

〔
四
月
）
マ
福
田
祐

一
郎
・
継
続
（
世
田
谷

区
）
マ
工
藤
文
子

・
継
続
（
同
）
マ
多
谷
勝

雄
・
継
続
（
横
浜
市
）

［
五
月
〕
マ
槍
垣
哲
男
・
継
続
（
愛
媛
県
越

智
郡
）⑧

四
四
川
）

『
募
金
・
御
寄
付
』

の
お
礼

平
成
十
年
三
月
か
ら
平
成
十
年
五
月
ま
で

に
御
寄
付
を
い
た
だ
い
た
方
々
の
御
芳
名
を

掲
げ
、
そ
の
ご
芳
志
に
厚
く
お
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

※
御
芳
名
（
敬
称
略
）

一
、
漁
協
系
統
募
金
（
各
都
道
府
県
の
漁
連
、

信
漁
連
、
指
導
連
等
で
構
成
す
る
「
漁
船
海

難
遺
児
を
励
ま
す
地
方
協
議
会
（
略
称
・
地

方
協
ご
等
で
取
り
扱
っ
た
分
で
、

一
般
寄

付
金
を
含
み
ま
す
。
）

〔
三
月
〕
。
北
海
道
マ
長
谷
川
利
之
｜
香
典

返
し
マ
稲
津
隆
弘
｜
香
典
返
し
マ
地
方
協
。

岩
手
県
マ
岩
手
県
漁
業
信
用
基
金
協
会
マ
岩

手
県
漁
船
保
険
組
合
マ
岩
手
県
漁
業
共
済
組

合
マ
共
水
連
岩
手
県
事
務
所
マ
岩
手
県
近
海

漁
船
漁
業
協
会
マ
岩
手
県
さ
け
・
ま
す
延
縄

組
合
マ
岩
手
県
沿
岸
漁
船
漁
業
組
合
マ
岩
手

県
さ
け
・
ま
す
増
殖
協
会
マ
岩
手
県
定
置
漁

業
協
会
マ
岩
手
県
漁
港
協
会
マ
岩
手
県
漁
場

整
備
協
会
マ
岩
手
県
水
産
加
工
連
マ
釜
石
遠

洋
漁
業
協
同
組
合
マ
岩
手
県
林
業
水
産
部
漁

政
課
・
岩
手
海
区
漁
業
調
整
委
員
会
・
漁
業

振
興
課
・
漁
港
課
マ
岩
手
県
水
産
技
術
セ
ン

タ
ー
マ
釜
石
地
方
振
興
局
水
産
部
マ
宮
古
地

方
振
興
局
水
産
部
マ
久
慈
地
方
振
興
局
水
産

部
マ
漁
業
取
締
事
務
所
マ
陸
前
高
田
市
役
所

水
産
課
マ
大
船
渡
市
役
所
マ
釜
石
市
役
所
水

産
課
マ
大
槌
町
役
場
マ
山
田
町
役
場
マ
宮
古

市
役
所
水
産
課
マ
田
老
町
役
場
土
木
水
産
課

マ
岩
泉
町
役
場
マ
田
野
畑
村
役
場
マ
久
慈
市

役
所
林
業
水
産
課
マ
種
市
町
役
場
水
産
商
工

課
マ
共
友
会
（
共
済
組
合
・
共
水
連
・

共
水

社
）
マ
岩
手
県
内
水
面
漁
連
マ
岩
手
県
冷
凍

事
業
協
会
マ
佃
県
栽
培
漁
業
協
会
マ
唐
丹
強

友
会
マ
第
口
回
全
国
豊
か
な
海
．つ
く
り
大
会

募
金
マ
久
慈
水
産
高
校
マ
広
田
半
島
大
漁
ま

つ
り
実
行
委
員
会
マ
揃
祝
回
電
気
工
事
マ
岩

手
の
鮭
ま
つ
り
実
行
委
員
会
マ
関
洋
会
マ
菊

地
浩
マ
藤
津
繁
治
マ
地
方
協
。
宮
城
県
マ
宮

城県漁協婦人部連絡協議会マ地方協。

秋困県マ地方協。山形県マ佐藤孫七マ

地方協。茨械県マ地方協。新潟県マ岩

船さかなまつりマ県さかなまつりマ三

条包丁連マ佐渡さかなまつりマ加茂湖

かきまつりマ新潟県漁業信用基金協会

マ新潟県漁船保険組合マ共水連・共済

組合マ地方協。石川県マ蛸島漁協婦人

部マ地方協。福井県マ福井県漁協婦人

部マ福井県水産加工組合マ地方協。静

岡県マ中島音楽事務所マ中島音楽教室

生徒会マ地方協。三重県マ出口昭治i
見舞い返しマ布施田海女組合マ地方協

。京都府マ地方協。兵庫県マ西上精計

｜香典返しマ地方協。和歌山県マ地方

協。島根県マ江木勝｜香典返し。岡山

県マ清水昭｜香典返しマ地方協。山口

県マ末武仁三之マ末武政亮マ松村久マ

親友会l代表・中島剛マ岡村秀雄マ丹
田洋市・中島仁・中谷南海雄マ地方協

。愛媛県マ地方協。福岡県マ地方協。

長崎県マ針尾魚類養殖研究会マ浜辺チ

ヅ子マ中山良夫マ長崎県漁業共済組合

マ高山和明マ荒木サミエマ佐世保市相

浦漁協青年部マ地方協。大分県マ音響

堂側マ西僚藤雄マ大塚智恵子l香典返
しマ地方協。宮崎県マ地方協

〔四月〕。石川県マ高念昇マ中道五郎

マ敷田麻実。静岡県V地方協。山口県

マ山口県漁協青壮年部連合会マ百合野

久二V地方協。高知県マ地方協。長崎

県マ宇久漁協婦人部マ佐世保市相浦漁

協婦人部マレストラン海神マ中山良夫

マ塩塚優子マ地方協。鹿児島県マ鹿児

島県経済連マ上野新作マ串木野まぐろ

フェスティバル実行委員会マ地方協。

沖縄県マ新日本海事側マ側航空貨物運

送協会マ沖縄綜合警備保障側マ冊真成

建設マ金秀建設側マしんれんサービス

マ鑑別川製作所マ倒金光冷商マ側沖縄

綜合開発コンサルタンツマ胤宮里建築

設計事務所マ沖縄西濃運輸側マ沖縄砂

利採取事業協同組合マ嗣協同化工マエ

ツカ石油側マ岡大菱プラント工業マ伺

森田建設マ岡下門建設マ揃島根組マ出

池宮城建設マ沖縄電力マ南部パヤオカ

ップ実行委員会マ地方協

【五月〕＠北海道マ遠峰進一一V若林敏

郎1見舞い返しマ細川谷慣一。青森県マ

カムイ興業マ地方協。富山県マ中島久
義li香典返し。石川県マ敷田麻実。三

給与奨学生 賞 与 健学生 平成10年度第 1回探用者Ill ,g 合計
〈高崎植与生〉 仁高買控与室主〉

合 計
幼児 小学生 中学生 高往生 小針 高位生 大学生寄 小計 幼児 小学生 中学生 文学生寄

北海軍 9 18 泣 44 103 10 12 22 ！お 3 II 5 6 話

膏 轟 3 16 包 42 3 3 6 48 10 2 15 

告 手 3 5 12 24 44 6 10 16 同 6 10 

宮 雄 14 15 14 44 2 3 5 49 8 12 

世 回 4 5 5 

山 J(; 2 2 

掴 島 6 8 13 28 2 2 加 5 6 

ま 世 2 3 

町 本

子 車 5 4 4 
1‘ 15 

’E ’E 
2 3 1 4 

”車川 2 2 4 5 

軒 蝿 2 2 3 

冨 山 1 

石 fl! 3 1 9 13 3 3 16 

‘ 
2 6 

’ 
圃 5 2 7 15 15 4 4 

量 知 3 4 3 10 1 11 

掴 井 2 4 2 8 2 3 11 

置 2 2 5 9 2 11 3 I 4 

車 都 2 3 3 
大 匝 2 2 
長 庫 8 10 10 28 2 4 6 34 2 3 

拘置山 7 4 自 17 18 2 2 

’h 
官且 2 3 6 2 2 8 2 I 3 

島 担 4 7 3 5 19 却 2 3 
圃 山 5 5 5 s 3 
広 島 1 2 1 3 1 1 
山 日 8 5 13 τI 2 8 10 宮1 2 s 
書 Ill s 2 7 1 8 

ー
島 1 2 2 ． 3 s 9 1 

置 圃 s s 6 2 4 6 12 
高 知 2 4 5 9 21) 2 s お s 4 
膏 岡 2 4 4 10 2 2 12 1 2 
掴岡県膏明書

佐賀県主梅

佐賀Ill有明揖 2 2 5 2 7 2 
畳

‘ 
2 15 14 14 45 s 6 9 54 s s 

主 昔 9 9 9 28 s 4 S2 3 s 8 
圃 * 1 1 
官 崎 6 5 12 23 4 5 9 S2 s 2 4 9 

鹿児島 7 9 7 剖 s 5 8 宣Z 2 2 4 

司‘ 縄 s s 6 12 s 3 15 2 

』合計 担 150 1田 釘1 制4 54 関 137 河1 II s 81 17 抽 142 

重
県
マ
岩
崎
洋
右
マ
畑
井
和
生
｜
香
典
返
し

。
兵
庫
県
マ
大
西
昌
喜
男
マ
松
本
寛
二

l
香

典
返
し
。
広
島
県
マ
地
方
協
。
山
口
県
マ
下

関
唐
戸
魚
市
場
側
マ
中
島
キ
ヨ
マ
荒
川
正
治

マ
地
方
協
。
香
川
県
マ
池
本
信
秀
｜
香
典
返

し
。
長
崎
県
マ
山
下
美
生
マ
高
山
フ
サ
エ
マ

浜
崎
安
一
マ
中
山
良
夫
。
大
分
県
マ
敷
田
麻

実
マ
坂
本
徹
生
マ
伯
洋
海
運
倒
。
宮
崎
県
マ

日
向
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
｜
会
長
・
黒
木
康

嗣・二
、
一
一
般
寄
付

〔
三
月
〕
。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

。
山
形
県
マ
山
形
県
水
産
物
商
業
協
同
組
合

連
合
会
・
実
行
委
員
会
・
同
募
金
箱
。
千
葉

県
マ
沢
村
睦
穂
（
柏
市
）
マ
伊
藤
宏
子
（
松

戸
市
）
マ
高
橋
圭
介
（
船
橋
市
）
マ
飯
村
久

子
（
野
田
市
）
。
東
京
都
マ
側
海
洋
生
物
環

境
研
究
所
（
千
代
田
区
）
マ
漁
船
保
険
中
央

会
（
同
）
マ
全
国
漁
協
婦
人
部
連
絡
協
議
会

（
同
）
マ
「
海
難
遺
児
を
励
ま
す
北
見
恭
子

チ
ャ
リ
テ
ィ

l
出
逢
い

・
ふ
れ
あ
い
東
京
コ

ン
サ
ー
ト
」
実
行
委
員
会
（
同
）
マ
鳥
羽
一

郎
（
同
）
マ
称
念
寺
（
港
区
）
マ
全
国
底
曳

網
漁
業
連
合
会
（
同
）
マ
制
大
岸
l
岸
田
力

（
江
東
区
）
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
上

数
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田
都
美
（
荒
川
区
）
マ
鷺
坂
省
三
（
同
）
マ

冨
元
克
昌
（
足
立
区
）
マ
北
村
美
寿
枝
（
同
）

マ
生
田
目
弥
寿
（
調
布
市
）
マ
匿
名
（
品
川

区
）
。
神
奈
川
県
マ
野
中
千
代
乃
（
横
浜
市

都
筑
区
）
マ
市
川
佳
子
（
横
浜
市
金
沢
区
）

マ
中
村
逸
（
川
崎
市
高
津
区
）
。
岡
山
県
マ

吉
田
厚
子
（
笠
岡
市
）
。
広
島
県
マ
水
野
昭

範
（
広
島
市
）
マ
驚
藤
法
明
（
同
）
。
福
岡

県
マ
艶
島
厚

・
艶
島
明
l
香
典
返
し
（
福
岡

市
）
マ
九
州
漁
業
調
整
事
務
所
（
同
）
。
鹿

児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

〔
四
月
〕
。
北
海
道
マ
北
海
道
大
学
水
産
学

部
（
画
館
市
）
。
青
海
県
マ
大
山
チ
セ
（
八

戸
市
）
。
山
形
県
マ
杉
の
町
か
ね
や
ま
北

見
恭
子
を
囲
む
女
性
だ
け
の
会
。
鰭
玉
県
マ

冨
元
克
昌
（
越
谷
市
）
。
千
業
県
マ
高
橋
圭

介
（
船
橋
市
）
マ
飯
村
久
子
（
野
田
市
）
。

東
京
都
マ
漁
港
漁
村
ポ
ケ
ッ
ト
ブ
ッ
ク
編
集

委
員
会
｜
水
産
庁
漁
港
部
計
画
課
内
（
千
代

田
区
）
マ
服
部
嘉
夫
・
側
ノ
ジ
喜
代
山
崎

勝
｜
築
地
報
徳
会
経
由
（
中
央
区
）
マ
木
村

か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
生
田
目
弥
寿
（
調
布
市
）

マ
匿
名
（
品
川
区
）
＠
神
奈
川
県
マ
野
中
千

代
乃
（
横
浜
市
）
。
岡
山
県
マ
吉
田
厚
子

（
笠
岡
市
）
。
兵
庫
県
マ
全
国
海
友
婦
人
会

名
谷
支
部
（
神
戸
市
）
。
鹿
児
島
県
マ
冨
元

明
（
鹿
児
島
市
）

｛
五
月
〕
。
青
森
県
マ
大
山
チ
セ
（
八
戸
市
）

。
埼
玉
県
マ
今
村
茂
生
（
浦
和
市
）
マ
冨
元

克
昌
（
越
谷
市
）
マ
小
林
靖
子
（
富
士
見
市
）

。
千
葉
県
マ
高
橋
圭
介
（
船
橋
市
）
マ
飯
村

久
子
（
野
田
市
）
マ
鎌
形
彰
（
松
戸
市
）
。

東
京
都
マ
木
村
か
祢
（
渋
谷
区
）
マ
指
幸
子

（
板
橋
区
）
マ
匿
名
（
品
川
区
）
。
神
奈
川

県
マ
根
本
チ
エ
（
横
浜
市
）
マ
川
崎
北
部
市

場
鮮
魚
部
会
（
川
崎
市
）
。
岡
山
県
マ
吉
田

厚
子
（
笠
岡
市
）
。
大
分
県
マ
佃
日
本
栽
培

漁
業
協
会
上
浦
事
業
場
（
南
海
部
郡
）
。
鹿

児
島
県
マ
冨
元
明
（
鹿
児
島
市
）

陸軍学金貸与鍵芋生には、入宇ー骨量申みの鍵学生を含む．
平底10年度軍1因縁用宥は内般である．

漁 船海難遺児 羽根募金の水色!! 手をの愛




